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✧ 「情報提供業務（オンライン）」における利用者の動向について（その 4） 
 

8 近年の情報提供業務の利用者の状況について（まとめ） 

【利用者増加の主な要因】 

「情報提供業務」の利用者の増加については、利用者数の年次的な推移、利用者の産業分類、

利用データの種類などから、以下の 3つが、主な要因として上げられます。 

 

 これら要因を踏まえると、近年における気象情報サービス（配信サービス）の転換点として次

の 2点があげられます。 

 

【配信サービス利用者の今後の見通しと気象情報の流通促進】 

近年の ICT 化等の急激な発展、配信サービスの利用者の動向に加え、平成 27 年 4 月 1日の配信

サービスの負担金改定（減額)などから、当面、既存利用者に加えて新規事業者において利用が進

むものと考えられます。 

 特に気象情報は、単に点のデータの集合ではなく、解析・予測技術の高度化により、空間的・

時間的に均質で客観的データを提供でき、その精緻化が進められており、引き続き利用が拡大す

るものと考えられ、特に、気象情報の特徴（空間的・時間的に均質）から「GIS（地理情報システ

ム）」との親和性も良く、所謂「ビッグデータ」の時代において、「情報基盤」として活用が、新

たな産業分野も含めて進むものと期待しています。 

気象業務支援センターとしては、中長期的な視点から配信サービスの利用者の動向を調査・分

析し、関係者への情報提供や公表とともに、配信事業の健全な運営に努めることとしています。 

 

I. 平成 10 年代後半の ICT 化により、関連技術も発展し、多様な事業者が関連事業への新規参入が
可能となりました。会的にも、気象情報も含めて流通する情報量が急激に増加しています（参考
資料①：総務省調査参照）。 

II. 我が国全体としての防災・危機管理意識が高まり、防災・危機管理対策が民間企業も含め進めら
れました。同時期の緊急地震速報の運用開始（平成 16 年試験提供、18 年先行的提供、19年一般
への提供）も牽引役として、一つの要因として上げられます。さらに、平成 23 年 3 月 11 日の東
日本大震災による防災・危機管理対策の加速が考えられます。 

III. 気象レーダー・アメダス、数値予報等と関連プロダクトの精緻化と精度向上も、要因の一つと考
えらます（参考資料②：全球モデルの予報精度参照）。 

① 平成 10 年代後半（17 年頃が代表）（ICT 化の促進、防災・危機管理対策の強化、気象情報の精度
向上・精緻化の 3者が相まって） 

② 平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災（更なる防災・危機管理対策の強化・加速） 



 

 

（参考資料） 

１．「気象データ」のデータ流通量（総務省「情報通信白書(平成 26 年版）」)  

国内企業へのアンケートから、情報種別ごと

にデータの流通量を平成 17 年度から推計して

います（総務省「ビッグデータ時代における情

報量の計測に係わる調査研究」（平成 26年））。 

気象データの流通量もデータ種別として調

査されており、2013 年（平成 25 年）の流通量

は、2005 年（平成 17 年）から 8年で約 8.8 倍

に増加しています。調査対象となった情報種別

（メディア別）の中では増加の割合が高いグル

ープにあります。 

 

 

 

 

年 

平成 

2005 
17 

2006 
18 

2007 
19 

2008 
20 

2009
21 

2010
22 

2011
23 

2012
24 

2013
25 

流通量（TB）  877 1102 1472 1958 2401 3120 4067 5826 7742

流通量 
(2005 年=100) 

100 126 168 223 274 356 464 664 882

 

２．全球モデルの予報精度（気象庁 HP より） 

全球モデルの予報誤差は、年々小さくなっていま

す。上空約5,000～6,000mの高度に相当する500hPa

の高度の予報は、1980 年代半ばの 1 日予報が現在

の 3日予報と同程度の誤差です。 

また、台風の進路予報も、1990 年代前半の 3 日

予報より現在の 5 日予報の誤差が小さくなってい

ます。この精度改善を背景として、2009 年から台

風の 5日予報を開始しました。 

 
 ※「情報提供業務（オンライン）」における利用者の動

向について（その 1）は賛助会員だより No.99 に、（その

２）は No.101 に、（その３）No.102 は掲載しています。 

 

気象データの流通量 


